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e 透明な空きビン
c ゴム栓

e 注射器
。 ビニ ー ル管
。TPシ ー ト

。ガラス管
e ボ ー ルチェ ー ン

がしや

（お風呂の栓についているチェ ー ン、クロム

メッキがしてあり錆びにくく、 重さの調節
し))

。 ステンレ�ス針金

（ステンレスは水の中で長時間錆びばい）

も弾衝材、 ポリウレタン、 玉リスチレン、

当用詞油のビン等

（小竺く水にi予く柔らかいもの）

ー

(1) 

潜水艦の作り方

浮沈子をつくる。

潜水艦本体となる浮沈子をつくる。

①ポリスチレンシ ー ト等の浮きにステンレスの

針金を通し、 ボ ー ルチェ ー ンなどの重りをつ

ける。 ボ ー ルチェ ーンの長さは、 浮きが完全

に沈む長さにしておく。

※TPシ ー トなどで小さな絵を書いて浮きに

賣ねらい 浮沈子が浮いたり沈んだりする現集を潜

!J叶監作りを通して

沈む力（重力）

閃心花特って

レ
J

えさせる。また、

く力（汗力） O)· り合いを興味

ようとする棺度を良う。

し五なが、ら

閉〖り｛寸けてもよし＼。

［江 意J

Oペンチで切った針金の先端はとがっていて

危険。 手にさしたり、 日に刺竺ったりしな

しヽよう気をつけて扱わせろ。 また、 切りか

すなどもしっかり後始末させるQ

Oペンチで桁などはさまないように気をつけ

させる。

r「p. —卜を
白しりij'.'.こじり乙 TPシ — Iに'/くをあi.t

プ'_i—'>レス『t土·r
:I ― ！レ手ェ ー ン
とむ

の聞節。

水の八った：：1 、)プに浮沈lブ を入れ、 浮沈了今

に沈んでいることを砲認する。 次に、

重りのボ ー ルチェ ー ンのボ ー ルを］伽l切りと

り、 コ ップに入れ、 浮沈子が浮かぶか沈むか

調べる。 浮沈子が沈むようならまた重りを1

個切りとる。 浮沈子が水面より少し浮かんだ

ら切るのをやめる。

［注 意］

O上手に調節するためには、 コ ップの底を見

て、 底にボ ー ルチェ ーンのボ ー ルがついて

る数と同じだけ切りとる。 決して切りすぎ

ないように注意する。 ほんのわずか浮かぶ

くらいに調節することが大切。
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O重りを切りすぎてしまった場合、 浮きのポ

リスチレンシ ー トの方を切りとり調節す

る。 何度も繰り返しているとシ ー トがなく

なってしまうので気を付けさせる。

___ , れ
で

OK 

(2) 潜水艦の水槽を作る

① ゴム栓に穴をあけ、 ガラス管を通す。

［注 意］

Oガラスの欠けた切り口は大変鋭いので、 ガ

ラス管をゴム栓に通すときには、 ガラス管

を折らないよう十分気を付けさせて行わせ

る。

Oガラス管が ゴム栓に入りにくいときには、

ガラス管に水をつけると入りやすい。

②空きビンに水を入れ、 ゴム栓をする。

③ガラス管の先にlm程のビニ ー ル管をつけ

る。 もう一方の端に空気の入った注射器をつ

ける。

(3) ビンに浮沈子を入れゴム栓をする。

，

：
星

祝 完成

2 実 験

(1) 注射器で空気を送り込んでみよう。

(2) 注射器で水を送り込んでみよう。

(3) 浮沈子の浮きを違う材料（木材など）で作っ

てみよう。

3 実験結果から考えよう。

(1)結 果

ビンの中に空気や水を送り込むと、 浮沈子は

沈む。 また、 浮沈子の浮きを変形しにくいもの

に換えると、 浮沈子は浮いたり沈んだりしなく

なる。

(2) ビンの中に空気や水を送り込むと、 どんなこ

とがビンの中でおきているでしょう。

。 ビンの中に水や空気を送り込むと、 ビンの中

の圧力が大きくなる。

(3) なぜ、 浮沈子は浮いたり沈んだりするので

しょうか。
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号］—．．．．．．．

0)汗きは圧力によって膨らんだり網

りする。ビン0)中())圧力が大きくなり、

晨んのわずか浮いている浮沈子())浮ぎか粕

むと、 庁）」が小ごくなり

に圧力が小さくなると浮きは膨ら

が大きくなるだと 入 浮沈子は浮か

（ー）浮沈子を変形しにくいも0)に監えると、

カで汗きり汗力は変わらなユくなる。 そのだ

め浮沈了は汗いたり沈Aだりしなくなる。
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疇研究
(l) 圧力の変化とぎ沈子の汗き

して温度叶を作ろう0

苔（弁,
r
r用のしょうゆのビンを少

しへこませた状態）に車りのボ ー ルチェ ー ン

を長めにつける。

②浮沈子は浮かびヒがらない状態に田りを調節

しておく。

ビンに水をいれておくの 水の中に沿けている

空気を追い出ず。（ー ロくら いおいた力がよ

し)。)

ビンに汗沈子を入れふたをしっかりと

ておく。 水の中に溶けている

日くらいおいだ万がよ
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の間係を利用

(2) 圧力の変化とi亨沈子のi学ぎ沈五の閃係を利用

して温度叶を作ろう。

①浮沈子の浮苔（弁当f月のし�ょうゆ0)ビンを少

しへこませた状態）に車りのボ ー ルチェ ー ン

を長めに-)ける。

②浮沈子は汗かひ上がらない状態に正りを調節

しておく。
③ビンに水をい

を追い出す。
し.'。)

①ビンに閂此子を入訊ふたをしめない。

⑤げいている浮沈子の高さに印をつけ、今の気温を

記録する。

⑥冷蔵庫に温度計とともにいれ入れ、

豆）ときの品度と汗沈千J)高さを記録する。

⑦色々な温度を作りビンに記録していく 0

そヽ芝）

、こ::、一、応iよ/, j

⑤浮いている浮沈子の高さに印をつけ、 今の気

温を記録する。

⑥冷蔵庫に温度計とともに入れ、 一晩おき、 そ

のときの温度と浮沈子の高さを記録する。

⑦色々な温度を作りビンに記録していく。

［注 意］
O温度計のように長時間水中におくには、 水

のしみこまない、 しょうゆのビン等を浮き

にする必要がある。

,
LrJ

(3) 渦度計(1)と(2)は反対の動き方をする。 なぜだろ

う？
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